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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第89期 
第１四半期
連結累計期間

第90期 
第１四半期
連結累計期間

第89期

会計期間
自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日

自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日

自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日

売上高 (百万円) 10,229 12,137 44,358

経常利益又は経常損失(△) (百万円) △196 1,051 74

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(百万円) △226 696 372

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △264 907 881

純資産額 (百万円) 25,727 27,233 26,598

総資産額 (百万円) 59,349 64,028 61,528

１株当たり四半期(当期)純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

(円) △2.50 7.69 4.11

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 43.3 42.5 43.2

(注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

 ておりません。

　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており　

 ません。 

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告

書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもの

であります。

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、東日本大震災の復興関連需要の本格化や個人消

費が緩やかながらも増加を続けたことなどにより堅調に推移したものの、欧州債務問題を巡る不確実性

や新興諸国の景気減速、さらには円高の長期化、電力供給の制約とエネルギーコストの上昇、デフレの影

響、雇用・所得環境の厳しさなど多くの懸念要因を抱えて、景気の先行きは依然として予断を許さない状

況が続くところとなりました。

医薬品業界におきましては、国民医療費が増大するなか、現下の経済情勢と厳しい財務状況により医療

費抑制策が継続推進され、また本年４月に実施された薬価改定による影響を最小限に止めるべく多岐に

わたる企業努力を求められるところとなりました。加えて後発医薬品使用促進、研究開発コストの増大、

事業のグローバル化と企業間競争の激化等、経営環境は依然として厳しい状況で推移いたしました。

このような状況のもと、当社グループの当第１四半期連結累計期間における売上高は、前期において東

日本大震災により主力の茨城工場が被災した影響で大幅な販売減となった、ろ過型人工腎臓用補液サブ

ラッドＢＳＧや生理食塩液の挽回に努めたことや、重点品目である人工腎臓用透析剤キンダリー４号シ

リーズや血液分析器アイ・スタットの販売促進に取り組んだ結果、121億37百万円と前年同四半期と比べ

19億８百万円（18.7％）の増加となりました。

利益面につきましては、営業利益は10億84百万円（前年同四半期は１億40百万円の損失）、経常利益は

10億51百万円（前年同四半期は１億96百万円の損失）、当四半期純利益は６億96百万円（前年同四半期

は２億26百万円の損失）となりました。

　
セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①医薬品事業

当セグメントにおきましては、120億76百万円と前年同四半期と比べ19億16百万円（18.9％）の増加と

なり、セグメント利益（営業利益）は10億60百万円（前年同四半期は１億67百万円の損失）となりまし

た。

②不動産事業

当セグメントにおきましては、売上高は61百万円と前年同四半期と比べ８百万円（11.9％）の減少と

なり、セグメント利益（営業利益）は23百万円と前年同四半期と比べ３百万円（11.2％）の減少となり
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ました。

　

(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、640億28百万円と前連結会計年度末と比べ25億円（4.1％）

増加、負債は367億94百万円と前連結会計年度と比べ18億64百万円（5.3％）の増加、純資産は272億33百

万円と前連結会計年度末と比べ６億35百万円（2.4％）の増加となりました。

なお、自己資本比率は42.5％と前連結会計年度末に比べ0.7％の減少となりました。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及

び新たに生じた課題はありません。

なお、当社の企業価値、株主共同の利益の確保・向上を目的として平成21年度に導入、平成24年度に継

続いたしました「当社株式の大量取得行為に関する対応策（買収防衛策）」につきまして、その内容を

下記に記載いたします。

　
１. 当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針

当社は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者は、当社の企業価値の源泉を理解し、当社が企

業価値・株主共同の利益を継続的かつ持続的に確保、向上していくことを可能とする者であることが必

要であると考えております。上場会社である当社の株式については、株主、投資家の皆様による自由な取

引が認められており、当社取締役会としては、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方

は、最終的には株主全体の意思により決定されるべきであり、当社の支配権の移転を伴う買収提案があっ

た場合、当社株式を売却するかどうかの判断も、最終的には当社株式を保有する株主の皆様の判断に委ね

られるべきものであると考えます。また、当社は、当社株式について大量買付がなされる場合、これが当社

の企業価値・株主共同の利益に資するものであれば、これを否定するものではありません。

しかしながら、株式の大量買付の中には、その目的等からして企業価値・株主共同の利益に対する明白

な侵害をもたらすもの、株主に株式の売却を事実上強要するおそれがあるもの、対象会社の取締役会や株

主が株式の大量買付の内容等について検討しあるいは対象会社の取締役会が代替案を提案するための十

分な時間や情報を提供しないもの、対象会社が買収者の提示した条件よりも有利な条件をもたらすため

に買収者との協議・交渉を必要とするもの等、対象会社の企業価値・株主共同の利益に資さないものも

少なくありません。当社の経営にあたっては、当社の企業理念、企業価値の源泉等への十分な理解が不可

欠であり、これらに対する十分な理解がなければ、当社の企業価値・株主共同の利益を確保、向上させる

ことはできません。

　とくに、当社の企業価値の源泉は、①生命維持の基本となる輸液や人工腎臓用透析剤等の安定的な供給

を可能とする生産・供給体制、②人工腎臓用透析剤を主力とする医薬品事業を通じて構築した日本全国

の病院との広範かつ強固なネットワーク、③人工腎臓用透析剤を主力とする医薬品市場における“ぶど

うマーク”や“キンダリー”の高いブランド力、④社会において「なくてはならない存在」として患者

の方々の生命維持と社会生活を最優先に、真摯に経営を継続してきたことによって構築された患者・卸

・病院・株主・地域社会等のステークホルダーとの信頼関係、⑤主力の医薬品市場における安定供給の

社会的使命を全うするため、薬価政策上での経営不安を回避するべく経営基盤の安定化、強化が必須かつ

喫緊の課題となり、近年は、新分野（外科用止血材など）の開発を鋭意推進、⑥平成７年１月の阪神・淡

路大震災に際して主力製品である透析剤の安定供給へ全社総力を挙げた結果、透析治療の遅れをきたす

事態は避けられ、また、平成23年３月の東日本大震災に際して、北茨城市に立地の茨城工場の立体自動倉

庫が被災し、ろ過型人工腎臓用補液サブラッドＢＳＧの製造が一時停止を余儀なくされたものの一ヵ月
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で操業再開を実現、⑦当社の経営理念に誇りを持ち、患者の方々の生命維持と社会生活を最優先に、一丸

となって当社の成長・発展・進化を目指す従業員の存在にあると考えておりますが、当社株式の大量買

付を行う者が、かかる当社の企業価値の源泉を理解し、これらを中長期的に確保し、向上させられるので

なければ、当社の企業価値・株主共同の利益は毀損されることになります。

当社は、このような当社の企業価値・株主共同の利益に資さない当社株式の大量買付を行う者は、当社

の財務及び事業の方針の決定を支配する者として不適切であり、このような者による大量買付に対して

は、必要かつ相当な対抗措置を採ることにより、当社の企業価値・株主共同の利益を確保する必要がある

と考えます。

　
２. 会社の財産の有効な活用、適切な企業集団の形成その他の基本方針の実現に資する特別な取組み

(1) 当社の企業価値・株主共同の利益の確保・向上のための取組みについて

当社は、当社の強みである医薬品事業を中心とした独創的な医薬品等の開発・供給を通して、患者様の

健康で豊かな生活の向上に貢献する事業活動を展開しております。また、製薬企業としての社会的使命及

び責任を深く自覚し、高い倫理観のもと法令遵守を徹底するとともに、株主をはじめとするステークホル

ダーの皆さまとの信頼関係の強化に努めることによって、企業価値の向上に重点をおいた経営を推進し

ております。かかる基本理念のもと、当社は次の３項目を経営の中長期的な重点課題として、その実現に

鋭意取り組んでおります。

① 販売に関する施策

・透析剤トップメーカーとして、透析患者の方々にとって必要不可欠である透析剤の安定供給を最重

点課題とし、透析用剤、ろ過型人工腎臓用補液、生理食塩液及び透析関連品の血液凝固阻止剤、吸着

型血液浄化器、透析器などの新たな需要市場を開拓し拡販を推進する。

・平成５年の上市以来ＰＯＣＴ機器（ポイントオブケア検査）市場における確固たる地位の確立を

図っており、いまや扶桑薬品の看板にもなってきた“アイ・スタット”のブランド力を固めてき

たが、ポータブル型血液分析器アイ・スタットについても、院内ネットワークシステムとの接続を

目的としたＣＤＳシステム（セントラル・データ・ステーション）の拡販推進によりさらなる

シェア拡大を図る。

・ ジェネリック薬市場拡大政策に即応し、ＤＰＣ制度（診断分類別包括評価支払制度）導入病院を

中心に、後発品採用に向けた積極的な営業活動を展開する。中長期計画の柱として、承認取得が待

たれている現在開発中の外科用止血材等、新発想の新療法開発による新市場戦略を推進する。

② 製造に関する施策

・近年の国民医療費抑制策による薬価引き下げに対処するため生産の効率化、製造コストの引き下げ

への合理化に徹した設備投資を推進する。

・医療機関のニーズに即した、より安全性の高い容器を用いた血液ろ過型人工腎臓用補液サブラッド

ＢＳＧを製造する。

・信頼性保証本部との連係のもと品質管理を徹底し製品ブランドの信頼性の向上へ総力を傾注する。

・研究開発センターとの連携をも含めて、新製品の開発・量産化に備えた体制整備にも鋭意投資を進

める。

③ 研究開発に関する施策

・透析関連製剤については、医療現場に即応した新製品の開発を進め、成熟期を迎えつつある透析医

療分野のさらなる活性化を図り、さらに、遺伝子バイオ技術を応用した新薬開発等により、新領域

の開拓も鋭意、推進する。

・ 研究開発センターでは、生産、営業、信頼性保証の各本部と常時密接な連携を保ちつつ、開発期間の
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短縮や開発コストの低減を念頭に所属員一丸で業務の効率化に取り組む。

(2) コーポレート・ガバナンスの強化

　当社は、取締役の業務執行を十分に監視するため、監査役４名のうち３名を社外監査役としております。

加えて、当社は内部監査室及びコンプライアンス委員会、内部統制室を設置し、これらによる監視・統制

も行っております。

 

３. 基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止す

るための取組み

当社は、上記１. 記載の基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が

支配されることを防止するための取組みの一つとして、平成24年６月28日開催の第89回定時株主総会

（以下「本定時株主総会」といいます。）において、株主の皆様のご承認の下、「当社株式の大量取得行

為に関する対応策（買収防衛策）」（以下「本プラン」といいます。）を継続しました。本プランの概要

は以下のとおりです。本プランは、当社が発行者である株券等について、保有者の株券等保有割合が20％

以上となる買付けその他の取得、もしくは当社が発行者である株券等について、公開買付けを行う者の当

該公開買付けに係る買付け等後の株券等所有割合及びその特別関係者の当該公開買付けに係る買付け等

後の株券等所有割合の合計が20％以上となる公開買付けもしくはこれらに類似する行為またはこれらの

提案（以下「買付等」といいます。）を適用対象とします。

  本プランでは、買付等を行おうとする者（以下「買付者等」といいます。）に対し、事前に当該買付等

に関する情報の提供を求め、社外監査役で構成される独立委員会が当該買付等の内容の検討等を行うた

めの手続を定めています。

独立委員会は、買付者等が本プランにおいて定められた手続に従うことなく買付等を行う場合、当社の

企業価値・株主共同の利益に対する明白な侵害をもたらすおそれがある場合等、本プランに定める要件

に該当する買付等であると判断した場合には、原則として、当社取締役会に対し、買収者等による権利行

使は（一定の例外事由が存する場合を除き）認められないとの行使条件及び当社が買収者等以外の者か

ら当社株式と引換えに新株予約権を取得できる旨の取得条項等が付された新株予約権（以下「本新株予

約権」といいます。）の無償割当てその他の法令及び当社定款の下でとりうる適切な施策を実施すべき

旨の勧告を行います。当社取締役会は、独立委員会の上記勧告を最大限尊重して、本新株予約権の無償割

当て等の実施または不実施に関する決議を行います。当社取締役会が本新株予約権の無償割当ての実施

を決議した場合、当社は、本新株予約権をその時点の当社を除く全ての株主に対して無償割当ての方法に

より割り当てます。

  本プランの有効期間は、平成24年６月28日から平成27年６月開催予定の当社定時株主総会の終結の時

までとします。ただし、その有効期間の満了前であっても、①当社の株主総会において本プランに係る本

新株予約権の無償割当てに関する事項の決定についての取締役会への上記委任を撤回する旨の決議が行

われた場合、または、②当社取締役会もしくは株主総会により本プランを廃止する旨の決議が行われた場

合には、本プランはその時点で廃止されることとなります。

 

４. 上記各取組みに対する当社取締役会の判断及びその理由

上記２.「基本方針の実現に資する特別な取組み」に記載した各施策は、当社の企業価値・株主共同の

利益を継続的かつ持続的に向上させるための具体的方策として策定されたものであり、まさに基本方針

の実現に資するものです。したがって、これらの各施策は、基本方針に沿い、当社の株主共同の利益に合致

するものであり、当社の会社役員の地位の維持を目的とするものではありません。
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上記３.「基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されるこ

とを防止するための取組み」に記載した本プランは、当社株券等に対する買付等がなされた際に、当該買

付等に応じるべきか否かを株主の皆様が判断し、あるいは当社取締役会が代替案を提案するために必要

な情報や時間を確保したり、株主の皆様のために買付者等と交渉を行うこと等を可能とすることにより、

当社の企業価値・株主共同の利益を確保するための枠組みであり、基本方針に沿うものです。

また、本プランは、経済産業省及び法務省が平成17年５月27日に発表した企業価値・株主共同の利益の

確保または向上のための買収防衛策に関する指針の定める三原則を充足し、企業価値研究会が平成20年

６月30日に公表した「近時の諸環境の変化を踏まえた買収防衛策の在り方」に関する議論等をも踏まえ

ていること、株主意思を重視するものであること、取締役の恣意的判断を排除するため本プランの発動及

び運用に際しての実質的な判断が社外監査役で構成される独立委員会により行われること、合理的な客

観的要件が充足されなければ本プランが発動されないように設定されていること、第三者専門家の意見

の取得が可能とされていること、デッドハンド型買収防衛策（取締役会の構成員の過半数を交替させて

もなお、発動を阻止できない買収防衛策）やスローハンド型買収防衛策（取締役会の構成員の交替を一

度に行うことができないため、その発動を阻止するのに時間を要する買収防衛策）ではないこと等の理

由から、本プランは当社の株主の共同の利益を損なうものではなく、また、当社の会社役員の地位の維持

を目的とするものではないと考えております。　　　　

　
(4)研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は４億10百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年８月９日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 94,511,690 94,511,690

大阪証券取引所
市場第一部
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は
1,000株であります。

計 94,511,690 94,511,690 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成24年４月１日～
平成24年６月30日

― 94,511,690 ― 10,758 ― 10,000

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成24年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
普通株式

3,967,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

89,281,000
89,281 ―

単元未満株式
普通株式

1,263,690
― ―

発行済株式総数 94,511,690― ―

総株主の議決権 ― 89,281 ―

(注) １．「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が5,000株含まれておりま  

   す。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数５個が含まれておりま　

   す。

     ２．当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

　 記載することができないことから、直前の基準日(平成24年３月31日)に基づく株主名簿による記載をして

   おります。

　

② 【自己株式等】

平成24年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

扶桑薬品工業株式会社
大阪市中央区道修町
一丁目７番10号

3,969,000― 3,969,000 4.20

計 ― 3,969,000― 3,969,000 4.20

　

　
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成24年４月１日

から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,278 5,617

受取手形及び売掛金 ※1
 19,444

※1
 20,268

商品及び製品 6,247 6,325

仕掛品 89 107

原材料及び貯蔵品 1,009 1,130

その他 1,047 732

貸倒引当金 △2 △2

流動資産合計 32,114 34,180

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 8,453 8,352

土地 11,344 11,344

その他（純額） 3,919 4,198

有形固定資産合計 23,717 23,895

無形固定資産 166 202

投資その他の資産 5,529 5,750

固定資産合計 29,413 29,848

資産合計 61,528 64,028

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※1
 11,347

※1
 11,518

短期借入金 6,713 7,106

未払法人税等 48 125

賞与引当金 808 431

その他の引当金 322 324

その他 5,031 6,359

流動負債合計 24,272 25,865

固定負債

社債 250 200

長期借入金 6,429 6,676

退職給付引当金 1,245 1,264

その他の引当金 243 247

その他 2,489 2,540

固定負債合計 10,657 10,929

負債合計 34,930 36,794
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 10,758 10,758

資本剰余金 15,010 15,010

利益剰余金 6,201 6,626

自己株式 △1,409 △1,410

株主資本合計 30,560 30,984

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 194 403

繰延ヘッジ損益 △21 △18

土地再評価差額金 △4,134 △4,134

その他の包括利益累計額合計 △3,961 △3,750

純資産合計 26,598 27,233

負債純資産合計 61,528 64,028
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

売上高 10,229 12,137

売上原価 7,392 8,170

売上総利益 2,836 3,967

返品調整引当金戻入額 1 0

差引売上総利益 2,838 3,967

販売費及び一般管理費 2,978 2,883

営業利益又は営業損失（△） △140 1,084

営業外収益

受取利息 1 1

受取配当金 27 24

保険関係収益 61 70

その他 29 18

営業外収益合計 120 114

営業外費用

支払利息 59 62

生命保険料 32 31

その他 83 52

営業外費用合計 175 146

経常利益又は経常損失（△） △196 1,051

特別損失

固定資産除却損 5 38

特別損失合計 5 38

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△202 1,013

法人税、住民税及び事業税 12 98

法人税等調整額 12 218

法人税等合計 24 317

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△226 696

四半期純利益又は四半期純損失（△） △226 696
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△226 696

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △39 208

繰延ヘッジ損益 1 2

その他の包括利益合計 △37 211

四半期包括利益 △264 907

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △264 907

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【会計方針の変更】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有

形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

この減価償却の方法の変更による影響額は軽微であります。

　
【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※１  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理し

ております。

なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形を満期日に決済が行われたものとして処理しております。

　

　
前連結会計年度

(平成24年３月31日)
当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

受取手形 166百万円 122百万円

支払手形 －　〃 0　〃

　

（四半期連結損益計算書関係）

該当事項はありません。

　
（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。
　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

減価償却費 463百万円 411百万円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 271 3.00平成23年３月31日平成23年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの
　

該当事項はありません。

　
当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 271 3.00平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの
　

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント

合計
医薬品事業 不動産事業

売上高 　 　 　

  外部顧客への売上高 10,159 69 10,229

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ―

計 10,159 69 10,229

セグメント利益又は損失(△) △167 26 △140

(注)　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しています。

　

　
Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント

合計
医薬品事業 不動産事業

売上高 　 　 　

  外部顧客への売上高 12,076 61 12,137

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ―

計 12,076 61 12,137

セグメント利益 1,060 23 1,084

(注)  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しています。

　
２．報告セグメントの変更等に関する事項

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴

い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後

の法人税法に基づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の法人

税法に基づく方法に変更しております。

この減価償却の方法の変更による影響額は軽微であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

△2円50銭 7円69銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)(百万円)

△226 696

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)(百万円)

△226 696

普通株式の期中平均株式数(千株) 90,557 90,543

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年８月８日

扶桑薬品工業株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    松    嶋    康    介    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    大    谷    博    史    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている扶桑
薬品工業株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間
(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24
年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、扶桑薬品工業株式会社及び連結子会社の平成
24年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示し
ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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